
建設現場で活躍する『職人さん』と

長くつき合うために

／ 
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L経営者の方や現場所長さんや職長さんにご理解いただきたいこと 〕

技能や経験のある「職人さん』

が、60歳を過ぎても建設現場で

その手腕を生かして働くことが

できるようにすることが求めら

れています。

総合工事業者（元請）と専門工

事業者（下請〉が協力して、働

きやすく安全な建設現場をっく

りましょう
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現場の管理者と専門工事業者が協力して、

『職人さん』が年を取っても働きやすい建設現場づくりを

進めましょう

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 
：総合工事業者 （元請）
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現場管理 入退場の確認
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現場の環境改善

y職人さん』が働きや吋全な建設現場
作業環境の改善に努めましょう

• : 11プロとしての 『職人さん』の育成． 
・・・E・・・・・・・・・・圃・・・・・・・・・・

『職人さん』の教育

．．．．．．．．．．．． 

．．．．．．．．．．．．．．．．．． 
技能と健康の評価

『職人さん』の活用 能力や健康を考えた配置

健康管理

専門工事業者 （下請）．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 
『職人さん』が、働きやすい建設現場は、現場にた

ずさわる総合工事業者（元請）と専門工事業者（下請）

がお互いに信頼関係を深め、作業環境と働く現場を工

夫することにより、つくることができます。
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0五感いきいき運動
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「用意ドン／」の合図で

左手を棒から荷量し索早く移
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これを3回やって

敏捷性をはかります

。回→敏捷性なし

l回→敏捷性やゃあり

2回→ふつう

3回→敏捷性あり

『職人さん』が元気に働くことは、とても大切なことで

す。

年を取ると、ますます健康に注意しなければなりません。

専門工事業者（下請）は、健康診断の結果などにより、

「職人さん」に、ふだんから健康に注意することの大切さ

を自覚させましょう。

また、現場の管理者や職長は、『職人さん』が、健康を

チェックするための設備をととのえ、その利用をすすめた

り、朝礼の時などに、かんたんな体操を行い、運動能力や

反射神経を仲間同士で確認するようにしましょう。



0事依l~UFO
建設現場では「油断J「不注意」「横着」が事故につながる可能性
が高ドといわれています。

「Uうっかり（油断）」

「F不注意」
「O横着」
UF Oといっています。

｜ 朝礼 ｜ 

終業時の確認

｜安全ミーティング ｜

安全施工
サイクル

KY活動

間三三
円主主

手JI国通り行かない場

合職長さんに報告し、

監督者と検討する

現場の管理者と職長が協力し、危険予知（KY）活動な

どの安全活動をおこない、『職人さん』一人一人に仕事の

内容と危険性を理解させ、現場の事故を防ぎましょう。

また、高齢者は、「けが」によるダメージが大きいので、

十分な注意をはらうようにしましょう



「十一一一一一一一一一 一一一 I 一一 一 I 
イ中間同士で、互いに思い 4 りの気持ちを持ち、 ｜ 

性り一郎、チーム？竺クを3いれイょう =J 

0交流会を聞く

’04S （整理、整頓、清

掃、清潔）活動により

協力の輪を広げる。

現場の管理者や職長は、建設現場で働く仲間の交流につ

とめ、お互いに思いやりの気持ちをそだて、より良いチー

ムワークをっくりましょう。

チームワークの取れた建設現場は、作業が順調に進み、

安全への近道です。

事故は、 仲間の自が届かない時におこります。とくに高

齢の『職人さん」には気をくばりましょう。



・・・・・・・・・・・・・・・・園田園
割な知識と伽確かな腕前山川 ｜ 

長年仕事を続けてきた高齢者は、豊かな知識と経験や確

かな腕前を身につけています。

高齢の『職人さん』が持つ経験や腕前を生かし、

次代をになう『職人さん』を育てましょう。

やりがいのある指導的な仕事に取り組むことで＼

プライドも意識も意欲も高ま ります。





経験豊富な 『職人さん』が

60歳を過ぎても腕を振るうことが出来るよう

こころくばりをしましょう

『職人さん』が60歳を過ぎても、豊かな経験や確かな腕

前を生かして現場でいきいき働くためには、個々人の職業

能力（作業を行う能力や指導力など仕事の上で発揮される

能力）を確認し、日々の 「健康管理」と「安全管理」、「チー

ムワークづくり」、「経験や腕前の活用」、「作業環境の改善」

に取り組むことがポイントとなります。



社団法人全国建設業協会

東京都中央区八丁堀2-5 -1 

電話 03-3551-9396 

このパン7レッ卜は側首i年脈者服用IJ日発協会の委託により
産業Yjl］高齢者庖用推進事業の一環として作成しました。
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